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商品名等
（電気用品名等）

空気殺菌脱臭装置

１　当該商品等の概要

○用途、機能、性能
　病院等における室内の浮遊菌を殺菌・脱臭することにより、室内の環境改善を目
的とする装置である。
　紫外線ランプ、光触媒、オゾンなどによって、空気を殺菌・脱臭する。オゾンは
装置内部において殺菌の前段階に発生させ、最終的には分解されることから、その
ものは装置から外に出ることはない。

○構造、仕様、意匠
　空気の取り入れ・送風のためのクロス・フローファン、オゾン発生用特殊紫外
線ランプ及び紫外線発生のための放電ランプ（紫外線ランプ）、光触媒より構成さ
れる。
　　定格：１００Ｖ、１５０Ｗ、５０－６０Ｈｚ

○ 主な使用者、販売先
病院、動物病院、ペットショップ、ホテル、高齢者福祉施設等

２　対象・非対象の解釈

　特定電気用品以外の電気用品中、光源及び光源応用機械器具の「電気消毒器」と
して取り扱う。

（理由）
　脱臭機能を有するものであるが、主目的は殺菌灯を用いて空気中の浮遊菌の殺菌
を行うものなので、光源及び光源応用機械器具の「電気消毒器」として取り扱うの
が妥当と判断する。


